
 

令和２年度 －第１回－ 
 

江 別 市 環 境 審 議 会 
 

            と き 令和２年８月３１日（月）午前９時３０分～ 

            ところ 江別市民会館３７号室 

 

 

次   第 

 

【委嘱状の交付】 

 

 あいさつ   江別市長 三好 昇 

 

【環境審議会】 

 

 １ 開会 

 

 ２ 委員等紹介 

(1) 委員自己紹介 

  (2) 事務局職員紹介 

 

３ 議事 

(1) 会長・副会長の選出等について 

  (2) 報告事項 

    ア 「えべつの環境２０１９」について 

    イ 環境教育等の実施状況について 

  (3) 審議事項 

    ア 騒音・振動規制地域の追加指定について 

  (4) その他 

 

４ 閉会 

 

 

 

「スマホより 横断歩道の 僕を見て」 

～交通安全年間スローガン（全日本交通安全協会）より～ 
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江別市環境審議会委員名簿  （任期：令和２年８月１日～令和４年７月３１日） 

選出区分 氏  名 推せん団体/機関 

(1)学識経験者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   11 人 

石川
いしかわ

 英子
ひ で こ

 江別消費者協会 

石川
いしかわ

 光
みつ

浩
ひろ

 北海道電力㈱総合研究所 

井上
いのうえ

 剛
ごう

 一般社団法人 江別青年会議所 

河
かわ

治
じ

 昭
あきら

 江別市自治会連絡協議会 

郷
ごう

 仁
めぐみ

 一般社団法人 江別医師会 

小関
こ せ き

 堂
たか

寛
ひろ

 道央農業協同組合 江別営農センター 

西脇
にしわき

 崇
たか

晃
あき

 弁護士法人 江別法律事務所 

林
はやし

 重
しげ

樹
き

 江別商工会議所 

水野
み ず の

 信
しん

太郎
た ろ う

 北翔大学 

村
むら

上
かみ

 和
かず

吉
よし

 江別工業団地協同組合 

吉
よし

田
だ

 磨
おさむ

 酪農学園大学 

(2)関係行政機関 

 

 

   ２人 

小島
こ じ ま

 博之
ひろゆき

 札幌方面江別警察署 

野口
の ぐ ち

 泉
いずみ

 
地方独立行政法人北海道立総合研究機構 

エネルギー・環境･地質研究所  

(3)市長が必要と 

認めた者 

 

 

   ２人 

鈴木
す ず き

 恭子
きょうこ

 環境推進員 

原
はら

 瑞
みず

貴
き

 環境推進員 
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令和２年度 生活環境部職員名簿（関係分） 

   令和２年４月１日現在 

所 属 ／ 職 氏  名 

生活環境部長 ○三上  真一郎                   ※ 

生活環境部次長 〇金子  武史                      

生活環境部環境室長 ○田中  秀紀                     ※ 

環境課 課 長 ○山崎  正樹                      

 環境保全係 

係 長 ○近藤  学 

主 査 

（自然環境担当） 
田中  真希 

主 査 

（環境政策担当） 
篠原  貴 

主 任 村上  真仁                       

主 任 岸  明広 

主 任 星野  恵 

主 任 八木橋  源                       

主 任 〇稲垣  麻美                   

主 事 中嶋  一捺 

 

 
環境計画推進担当 主 査 ○酒井  和恵                    ※ 

 

○・・・本日出席職員 

※・・・令和２年度より新たに生活環境部に配属された職員 
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江別市環境基本条例（関係分を抜粋） 

平成 11 年 12 月 24 日条例第 23 号  

 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条―第６条） 

第２章 環境の保全及び創造に関する基本的施策（第７条―第９条） 

第３章 環境の保全及び創造を推進するための施策（第 10 条―第 24 条） 

第４章 環境審議会（第 25 条） 

附則 

 

第３章 環境の保全及び創造を推進するための施策 

（意見の反映及び環境推進員） 

第 21 条 市は、環境の保全及び創造に関する施策に、事業者及び市民の

意見を反映することができるよう必要な措置を講ずるものとする。 

２ 市長は、市民の意見の反映等に資するため、環境推進員を置くもの

とする。 

 

第４章 環境審議会 

（環境審議会） 

第 25 条 環境の保全及び創造について調査審議するため、江別市環境審

議会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、市長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項を調査審議す

る。 

(１ ) 環境の保全及び創造に関する基本的事項 

(２ ) 前号に掲げるもののほか、必要な事項 

３ 審議会は、前項に規定する事項に関し、必要があると認めるときは、

市長に意見を述べることができる。 

４ 審議会は、委員 15 人以内で組織し、次の各号に掲げる者のうちから

市長が委嘱する。 

(１ ) 学識経験を有する者 

(２ ) 関係行政機関の職員 

(３ ) その他市長が必要と認める者 

５ 委員の任期は、２年とし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間

とする。ただし、再任を妨げない。 

６ 専門の事項を調査させるため必要があるときは、審議会に専門委員

を置くことができる。 

７ 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事

項は、市長が別に定める。 
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江別市環境審議会規則 

平成 12 年３月 30 日規則第 14 号  

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、江別市環境基本条例（平成 11 年条例第 23 号。以

下「条例」という。）第 25 条第７項の規定に基づき、江別市環境審議会

（以下「審議会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定める

ものとする。 

 

（委員） 

第２条 条例第 25 条第４項に規定する委員の数は、次の各号に掲げると

おりとする。 

(１ ) 学識経験を有する者 11 人以内 

(２ ) 関係行政機関の職員 ２人以内 

(３ ) 環境推進員会議の推せんを受けた者 ２人以内 

 

（専門委員） 

第３条 専門委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(１ ) 学識経験を有する者 

(２ ) 関係行政機関の職員 

(３ ) 審議会の推せんを受けた者 

(４ ) その他市長が必要と認める者 

２ 専門委員は、その者の委嘱に係る専門の事項に関する調査が終了し

たときは、解嘱されるものとする。 

 

（会長及び副会長） 

第４条 審議会に会長及び副会長を各１人を置き、委員の互選によって

これを定める。 

２ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代

理する。 

４ 会長及び副会長ともに事故があるときは、あらかじめ会長の指名す

る委員がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 審議会の会議は、必要の都度会長が招集する。 

２ 会長は、審議会の会議の議長となる。 

３ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができな

い。 

４ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決するものとし、可否同数

のときは、議長の決するところによる。 

 

（委任） 

第６条 この規則に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項

は、会長が審議会に諮って定める。 

 

附  則 

この規則は、平成 12 年４月１日から施行する。 


